
╲ 人間を大切にできる人になろう 人間が大切にされる世の中をつくろう�╱

受講料
無料

所 �キラリエ草津（大路二）※特別回②を除く　
対 ◦�市内在住か通勤・通学している人　◦特別回①は小学生とその保護者
定 �◦各70人〔先着順〕　◦特別回①は30組60人〔先着順〕� �
◦特別回②は40人〔抽選〕（10月 3 日㈮抽選、10月10日㈮発表）

他 �◦駐車場に限りがありますので、公共交通機関を利用してください� �
◦託児、手話通訳あり〔事前予約要〕�

申 �◦�第 1～ 6回と特別回②は、受講日（受講回）・住所・氏名・電話番号を書いて、� �
担当課に直接か電話、ファクス、Eメールで

　◦�特別回①は上記に加えて、親子の氏名・こどもの年齢を書いて
申・問 �人権センター（大路二、キラリエ草津 3階）�
　☎563‐1177、563‐7070、 jinkence@city.kusatsu.lg.jp
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「法のもとでの人権侵害」
～�旧優生保護法による
強制不妊手術とは～

�7 月25日㈮�13：30～15：10
●講師　�松原洋子さん（立命館大学・特任教授）

第 1回

開講式 障害者の人権・女性の人権

「あなたの身近にいるLGBTQ＋」�
～性のあり方は十人十色～

�8 月 6 日㈬�13：30～15：00
●講師　�井上鈴佳さん� �

（レズビアンの元保健室の先生）

第 2回

性的指向

「お母さんと赤ちゃんの人権」�
～母子一体感から親子一体感へ～
�8 月29日㈮�13：30～15：00

●講師　�古川洋子さん（滋賀県立大学大学院・人間
看護学研究科助産学部門准教授・助産師）

第 3回

こどもの人権・女性の人権

�親子で学ぶ「多文化共生」�
�～英語で話そう!　　　　　　�

　　異文化体験スタンプラリー！～
�8 月23日㈯�10：00～12：00

●講師　�留学生と外国人機能別消防団員

特別回
①

「日本に暮らすコリアン」
～なぜ、そして今、これから～
9 月 9 日㈫�13：30～15：00

●講師　�大澤重人さん� �
（渡来人歴史館�専門員）

第 4回

外国人の人権

～「いつも�こころに　　　
逢い・ラブ・遊」～

10月 1 日㈬�13：30～15：00
●講師　�交遊亭楽笑さん� �

（大笑い福祉使・楽語家）

第 5回

人権全般

人権啓発ビデオから学ぶ�
「大切なひと」�

～ネット社会における部落差別と人権～
10月 9 日㈭�13：30～15：00

●講師　�古田圭策さん（兵庫県人権啓発協会）

第 6回

閉講式 同和問題

　 「～ようこそ～ 旧彦根藩　�
近江牛・食肉文化に貢献したまち」�
特別報告「父�朝野温知(在日朝鮮人�

 部落解放活動家)を語る」
�10月20日㈪� 9：00～16：00� �
（市役所前から貸し切りバスで移動）
●講師　�鈴木雅信さん（豊郷町元職員）� �

山﨑真由子さん（豊郷町人権政策課隣保館職員）� �
中島政幸さん（豊郷町）、浅居正芳さん（豊郷町）� �
早川紀久子さん（朝野温知さん娘）

特別回
②

現地研修 豊郷町

人権セミナーのお知らせ

親子参加

お知らせお知らせ

�日時・期間　所 �場所　対 �対象　定 �定員　￥ �費用（記載がない場合無料）他 �その他　申 �申し込み・応募方法　問 �問い合わせ先
〒 市役所への郵送は、〒525-8588�草津市役所〔課名など〕　☎・ �市外局番は「0７７」

2015年 9 月に国連サミットで採択された「誰一人取り残さない」を理念とする、国際社会共通の目標です。
先進国と途上国が一丸となって、目標の達成をめざします。市でも第 6次総合計画で、SDGｓの視点を踏ま
えたまちづくりを進め、広報くさつでは、該当する記事にアイコンを表示します。

●各分野での男女平等感（抜粋）●各分野での男女平等感（抜粋）

　政治分野で　政治分野で

　社会通念・慣習・
　しきたりなど
　社会通念・慣習・
　しきたりなど

　家庭生活で　家庭生活で

　法律や制度
　のうえで
　法律や制度
　のうえで

●【性別】各分野での男女平等感（抜粋）●【性別】各分野での男女平等感（抜粋）

分からない分からない女性が優遇されている女性が優遇されている
どちらかといえば女性が優遇されているどちらかといえば女性が優遇されている

無回答無回答

男性が優遇されている男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されているどちらかといえば男性が優遇されている
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前
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性
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査
の
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ら
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め
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は
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な
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う
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暮
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ま
ち
草
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と
取
り
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で

い
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う
。

問 男女共同参画センター
　（大路二、キラリエ草津 5階）
　☎565‐1550、565‐1518

すべての人を大切にするまちに
「草津市男女共同参画についてのアンケート」結果から

　今年度のキャッチフレーズは“誰でも、どこでも、自分
らしく”です。期間中、当センターで図書やパネルの展
示を行います。県内の男女共同参画センター（滋賀県、大
津市、彦根市、米原市、高島市）でも、さまざまな展示を
実施しています。ぜひお立ち寄りください。

６ 月23日㈪～
29日㈰は

男女共同参画週間

草津市男女共同参画
意識調査の
結果について

広報くさつ 2025. 6広報くさつ 2025. 6 6７


